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講評 
解答形は選択式で難易度自体は高くないが、計算量，解答数ともに多く、時間に余裕は無い。ただ見れば分かる様なものもあるので、

１問にこだわらず全体を見たい。確実な合格には、解答したものは確実に得点する、を心がけて７割を目指したい。 
［１］力学：エネルギー保存，運動量保存を用いる問題で、考え方としては難しくないが、問４途中から計算が大変になってくる。

先に［２］以降に進むべきだろう。 
［２］電磁気／コイル，コンデンサーを含む直流回路：特に難問では無いが、コイルの現象をしっかり理解しておかないと解答しに

くい。また、選択肢の形に合わせて式変形する必要がある。 
［３］波／音波：気柱の問題で、設定を変えた設問が並ぶので、条件をしっかり確認したい。通常の変位ではなく密度を考える問題

になっているため、混乱した受験生もいそうである。     
 
どの問題でもどの向きを正とするか、注意が必要である。 


